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(57)【要約】
【課題】濾過対象となる燃料がフィルタエレメントに導
かれる流路経路を短くして燃料に含まれる異物が流路経
路内に残留することを抑制することができるフィルタエ
レメントカートリッジおよび濾過装置を提供する。
【解決手段】濾過装置１００は、ケース１０１内に形成
された収容部１０４にフィルタエレメントカートリッジ
１１０を備えている。ケース１０１の蓋体１０３には、
燃料を収容部１０４内に導入する導入路１０３ａおよび
収容部１０４内の燃料を排出する排出路１０３ｂが形成
されている。フィルタエレメントカートリッジ１１０は
、円筒状に形成されたフィルタエレメント１１１に帰還
通路管１１２が貫通した状態で備えている。また、フィ
ルタエレメント１１１は、導入路１０３ａに対向する導
入端面１１１ａが導入路１０３ａに対して露出している
とともに、導入端面１１１ａの反対側の排出端面１１１
ｂがケース１０１の底部側に露出している。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を一時的に収容する収容部に対して前記液体を導入する導入路と前記収容部内の前
記液体を排出する排出路とが互いに隣接配置されたケース内に設けられて前記導入路から
導入された前記液体を浄化して前記排出路に排出するフィルタエレメントカートリッジに
おいて、
　前記導入路に対向する導入端面を有して前記ケース内に嵌合する筒状に形成されたフィ
ルタエレメントと、
　前記フィルタエレメントの中心部を軸線方向に貫通して前記導入端面側および同導入端
面に対して反対側の端面である排出端面側でそれぞれ開口する帰還通路管と、
　前記帰還通路管の両端部のうちの前記導入端面側の開口部と前記排出路とを液密的に連
通させる排出連通路管とを備え、
　前記フィルタエレメントは、
　前記導入端面が前記導入路から導入された前記液体を前記フィルタエレメント内に取り
込むことができるように露出しており、
　前記排出端面が前記フィルタエレメント内を通過した前記液体を前記収容部内に排出す
るように露出していることを特徴とするフィルタエレメントカートリッジ。
【請求項２】
　請求項１に記載したフィルタエレメントカートリッジにおいて、さらに、
　前記フィルタエレメントにおける前記導入端面に対向する対向面を有しつつ同導入端面
側の外周面に嵌合する導入端面覆い体を備え、
　前記導入端面覆い体は、
　前記導入路から導入された前記液体を前記導入端面に流通させる流通貫通孔を有してい
ることを特徴とするフィルタエレメントカートリッジ。
【請求項３】
　請求項２に記載したフィルタエレメントカートリッジにおいて、
　前記排出連通路管と前記導入端面覆い体とが一体的に形成されていることを特徴とする
フィルタエレメントカートリッジ。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載したフィルタエレメントカートリッジにおいて、
　前記対向面は、
　前記導入路に対向する位置に形成されていることを特徴とするフィルタエレメントカー
トリッジ。
【請求項５】
　請求項２ないし請求項４のうちのいずれか１つに記載したフィルタエレメントカートリ
ッジにおいて、
　前記対向面は、
　前記導入端面に対して隙間を介して設けられていることを特徴とするフィルタエレメン
トカートリッジ。
【請求項６】
　請求項２ないし請求項５のうちのいずれか１つに記載したフィルタエレメントカートリ
ッジにおいて、
　前記対向面は、
　前記導入端面に対向する内側面に同導入端面側に突出する突起部を有していることを特
徴とするフィルタエレメントカートリッジ。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のうちのいずれか１つに記載したフィルタエレメントカートリ
ッジにおいて、
　前記排出連通路管は、
　弾性体で構成されて前記ケースの内側面における前記排出路の周囲に押し付けられる環
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状のケース接続部を有していることを特徴とするフィルタエレメントカートリッジ。
【請求項８】
　請求項７に記載したフィルタエレメントカートリッジにおいて、
　前記排出連通路管は、
　前記ケースの内側面に押し付けられる前記ケース接続部を支持する環状の支持部を有し
ており、
　前記支持部は、
　前記ケース接続部を前記ケースの内側面に押圧する部分に周方向に沿って凹状に凹む環
状の溝部を有していることを特徴とするフィルタエレメントカートリッジ。
【請求項９】
　液体を一時的に収容する収容部に対して前記液体を導入する導入路と前記収容部内の前
記液体を排出する排出路とが互いに隣接配置されたケース内に設けられて前記導入路から
導入された前記液体を浄化して前記排出路に排出するフィルタエレメントカートリッジを
備えた濾過装置において、
　前記フィルタエレメントカートリッジは、
　前記導入路に対向する導入端面を有して前記ケース内に嵌合する筒状に形成されたフィ
ルタエレメントと、
　前記フィルタエレメントの中心部を軸線方向に貫通して前記導入端面側および同導入端
面に対して反対側の端面である排出端面側でそれぞれ開口する帰還通路管と、
　前記帰還通路管の両端部のうちの前記導入端面側の開口部と前記排出路とを液密的に連
通させる排出連通路管とを備え、
　前記フィルタエレメントは、
　前記導入端面が前記導入路から導入された前記液体を前記フィルタエレメント内に取り
込むことができるように露出しており、
　前記排出端面が前記フィルタエレメント内を通過した前記液体を前記収容部内に排出す
るように露出していることを特徴とする濾過装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車などの内燃機関の燃料またはオイルを濾過する濾過装置に取り付けら
れるフィルタエレメントカートリッジおよび濾過装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車などの内燃機関の燃料またはオイルを濾過する濾過装置には、フィル
タエレメントカートリッジが着脱自在に取り付けられている。例えば、下記特許文献１に
は、濾過対象となる燃料がフィルタエレメントを貫通する筒状体内を流通した後にフィル
タエレメント内に導かれるように構成されたフィルタエレメントカートリッジとしてのフ
ィルタエレメント組立体が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１９４２１５号公報
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載したフィルタエレメントカートリッジにおいては
、濾過対象となる燃料が筒状体内を流通した後にフィルタエレメント内に導かれるように
構成されているため、濾過対象となる燃料がフィルタエレメントまで導かれる流路経路が
長く燃料に含まれる異物が流路経路内に付着または堆積して燃料の流通を阻害することが
懸念される。
【発明の概要】
【０００５】
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　本発明は上記問題に対処するためなされたもので、その目的は、濾過対象となる燃料が
フィルタエレメントに導かれる流路経路を短くして燃料に含まれる異物が流路経路内に残
留することを抑制することができるフィルタエレメントカートリッジおよび濾過装置を提
供することにある。
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の特徴は、液体を一時的に収容する収容部に対して液
体を導入する導入路と収容部内の液体を排出する排出路とが互いに隣接配置されたケース
内に設けられて導入路から導入された液体を浄化して排出路に排出するフィルタエレメン
トカートリッジにおいて、導入路に対向する導入端面を有してケース内に嵌合する筒状に
形成されたフィルタエレメントと、フィルタエレメントの中心部を軸線方向に貫通して導
入端面側および同導入端面に対して反対側の端面である排出端面側でそれぞれ開口する帰
還通路管と、帰還通路管の両端部のうちの導入端面側の開口部と排出路とを液密的に連通
させる排出連通路管とを備え、フィルタエレメントは、導入端面が導入路から導入された
液体を前記フィルタエレメント内に取り込むことができるように露出しており、排出端面
がフィルタエレメント内を通過した液体を収容部内に排出するように露出していることに
ある。
【０００７】
　このように構成した本発明の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、導入
路から収容部内に導入された液体が直ちにフィルタエレメントの導入端面からフィルタエ
レメント内に取り込まれて排出連通路管を介して排出路に導かれるため、濾過対象となる
液体がフィルタエレメントに導かれる流路経路を短くして液体に含まれる異物が流路経路
内に残留することを抑制することができる。
【０００８】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、さらに、
フィルタエレメントにおける導入端面に対向する対向面を有しつつ同導入端面側の外周面
に嵌合する導入端面覆い体を備え、導入端面覆い体は、導入路から導入された液体を導入
端面に流通させる流通貫通孔を有していることにある。
【０００９】
　このように構成した本発明の他の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、
さらに、フィルタエレメントにおける導入端面に対向する対向面を有しつつ同導入端面側
の外周面に嵌合する導入端面覆い体を備えているため、導入路から導入された液体の導入
端面への流通を流通貫通孔によって確保しつつフィルタエレメントの外周面とケースの内
周面との間に液体が流出することを防止して濾過精度を向上させることができる。また、
本発明に係るフィルタエレメントカートリッジは、流通貫通孔の大きさまたは形状を適宜
設定することでフィルタエレメントの導入端面に導かれる液体の量および位置を調整する
こともできる。
【００１０】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、排出連通
路管と導入端面覆い体とが一体的に形成されていることにある。
【００１１】
　このように構成した本発明の他の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、
排出連通路管と導入端面覆い体とが一体的に形成されているため、排出連通路管および導
入端面覆い体の剛性を向上させることができるとともにフィルタエレメントカートリッジ
の部品点数を減らして組み立て作業の管理および作業自体の負担を軽減することができる
。
【００１２】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、対向面は
、導入路に対向する位置に形成されていることにある。
【００１３】
　このように構成した本発明の他の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、
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対向面が導入路に対向する位置に形成されているため、導入路から供給された液体が対向
面に当たって流れが拡散することでフィルタエレメントの導入端面における導入路に対向
する部分に集中的に液体が流入することが防止されてフィルタエレメントの濾過精度を長
期間に亘って維持することができる。
【００１４】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、対向面は
、導入端面に対して隙間を介して設けられていることにある。
【００１５】
　このように構成した本発明の他の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、
対向面が導入端面に対して隙間を介して設けられているため、対向面が導入端面を塞ぐこ
とで導入端面における液体を取り入れる面積が減少することを防止して液体の濾過能力の
低下を防止することができる。
【００１６】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、対向面は
、導入端面に対向する内側面に同導入端面側に突出する突起部を有していることにある。
【００１７】
　このように構成した本発明の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、対向
面における導入端面に対向する内側面に同導入端面側に突出する突起部を有しているため
、対向面の内側面の全面が導入端面に接触して導入端面の一部を塞ぐことを防止でき濾過
能力の低下を防止することができる。
【００１８】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、排出連通
路管は、弾性体で構成されてケースの内側面における排出路の周囲に押し付けられる環状
のケース接続部を有していることにある。
【００１９】
　このように構成した本発明の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、排出
連通路管がケースの内側面における排出路よりも大径で同排出路の周囲に押し付けられる
環状のケース接続部を有しているため、排出路の位置が異なる複数種類のケースに対して
共通に使用することができる。
【００２０】
　また、本発明の他の特徴は、前記フィルタエレメントカートリッジにおいて、排出連通
路管は、ケースの内側面に押し付けられるケース接続部を支持する環状の支持部を有して
おり、支持部は、ケース接続部をケースの内側面に押圧する部分に周方向に沿って凹状に
凹む環状の溝部を有していることにある。
【００２１】
　このように構成した本発明の特徴によれば、フィルタエレメントカートリッジは、ケー
スの内側面に押し付けられるケース接続部を支持する環状の支持部が周方向に沿って凹状
に凹む環状の溝部を有しているため、ケース接続部の硬度または成形精度に拘らずケース
接続部と支持部との密着性を向上させて排出連通路管内の液密性を長期間に亘って維持す
ることができる。
【００２２】
　また、本発明は、フィルタエレメントカートリッジの発明として実施できるばかりでな
く、このフィルタエレメントカートリッジを備えた濾過装置の発明としても実施できるも
のである。
【００２３】
　具体的には、濾過装置は、液体を一時的に収容する収容部に対して液体を導入する導入
路と収容部内の液体を排出する排出路とが互いに隣接配置されたケース内に設けられて導
入路から導入された液体を浄化して排出路に排出するフィルタエレメントカートリッジを
備えた濾過装置において、フィルタエレメントカートリッジは、導入路に対向する導入端
面を有してケース内に嵌合する筒状に形成されたフィルタエレメントと、フィルタエレメ
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ントの中心部を軸線方向に貫通して導入端面側および同導入端面に対して反対側の端面で
ある排出端面側でそれぞれ開口する帰還通路管と、帰還通路管の両端部のうちの導入端面
側の開口部と排出路とを液密的に連通させる排出連通路管とを備え、フィルタエレメント
は、導入端面が導入路から導入された液体をフィルタエレメント内に取り込むことができ
るように露出しており、排出端面がフィルタエレメント内を通過した液体を収容部内に排
出するように露出していることにある。これによれは、濾過装置は、上記フィルタエレメ
ントと同様の作用効果を期待することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る濾過装置が備えるフィルタエレメントカートリッジの外観構成の概
略を示す斜視図である。
【図２】図１に示すフィルタエレメントカートリッジの外観構成の概略を示す正面図であ
る。
【図３】図１に示すフィルタエレメントカートリッジを備える濾過装置の構成を概略的に
示す断面図である。
【図４】図１に示すフィルタエレメントカートリッジが備える導入端面覆い体の外観構成
を内側面側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明に係るフィルタエレメントカートリッジおよびこのフィルタエレメントカ
ートリッジを備える濾過装置の一実施形態について図面を参照しながら説明する。図１は
、本発明に係る濾過装置１００が備えるフィルタエレメントカートリッジ１１０の外観構
成の概略を示す斜視図である。図２は、図１に示すフィルタエレメントカートリッジ１１
０の外観構成の概略を示す正面図である。また、図３は、図１に示すフィルタエレメント
カートリッジ１１０を備える濾過装置１００の構成を概略的に示す断面図である。この濾
過装置１００は、４輪自動車などの内燃機関においてガソリンまたは経由などの燃料に含
まれる物理的な異物を濾し取る装置である。
【００２６】
（濾過装置１００の構成）
　濾過装置１００は、ケース１０１を備えている。ケース１０１は、フィルタエレメント
カートリッジ１１０を収容する樹脂製の容器であり、主として、ケース本体１０２、蓋体
１０３および連結具１０５をそれぞれ備えて構成されている。ケース本体１０２は、フィ
ルタエレメントカートリッジ１１０の一部（図示下側）を収容する部品であり、円板体の
周縁部に壁部が起立して形成された有底円筒状に形成されている。
【００２７】
　蓋体１０３は、ケース本体１０２の開口部上を覆ってフィルタエレメントカートリッジ
１１０の他の一部（図示上側）を収容する部品であり、円板体の周縁部に壁部が下垂して
形成された有天円筒状に形成されている。すなわち、ケース本体１０２と蓋体１０３とは
、一体的に組み付けられることによって内部空間にフィルタエレメントカートリッジ１１
０の全体を収容する収容部１０４を形成する。この蓋体１０３には、導入路１０３ａおよ
び排出路１０３ｂがそれぞれ形成されている。
【００２８】
　導入路１０３ａは、フィルタエレメントカートリッジ１１０による濾過の対象となる液
体としての燃料（図示せず）を収容部１０４内に導入する部分であり、蓋体１０３の外側
面に一体的に形成された管路が蓋体１０３の内側面に開口して形成されている。この導入
路１０３ａは、図示しない配管および燃料供給ポンプを介して燃料タンクに接続されてい
る。この導入路１０３ａは、蓋体１０３の中心部から径方向にずれた位置に形成されてい
る。
【００２９】
　排出路１０３ｂは、収容部１０４内で濾過された燃料を収容部１０４の外部に導くため
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の部分であり、蓋体１０３の外側面に一体的に形成された管路が蓋体１０３の内側面に開
口して形成されている。この排出路１０３ｂは、図示しない配管を介して一部が内燃機関
に導かれるとともに他の一部が燃料タンクに接続されている。この排出路１０３ｂは、蓋
体１０３の中心部形成されている。
【００３０】
　連結具１０５は、ケース本体１０２と蓋体１０３を互いに着脱自在に連結するための部
品であり、円筒体の内周面に雌ネジが形成されて構成されている。すなわち、連結具１０
５は、ケース本体１０２とケース本体１０２の開口部上に配置された蓋体１０３との合わ
せ目部分にネジ嵌合してケース本体１０２と蓋体１０３を互いに着脱自在に連結する。
【００３１】
　フィルタエレメントカートリッジ１１０は、収容部１０４内に導かれた燃料を濾過する
ための部品であり、主として、フィルタエレメント１１１、帰還通路管１１２および液体
給排補助具１２０をそれぞれ備えて構成されている。
【００３２】
　フィルタエレメント１１１は、収容部１０４内に導かれた燃料を濾過するための部品で
あり、シート状の濾紙を円筒状に巻いて構成されている。この場合、フィルタエレメント
１１１は、ケース本体１０２の内周面に対して接触または僅かな隙間を介して嵌合する外
径に形成されている。このフィルタエレメント１１１は、円筒体における両端面における
一方（図示上側）の端面が導入端面１１１ａを構成しているとともに他方（図示下側）の
端面が排出端面１１１ｂを構成している。
【００３３】
　導入端面１１１ａは、導入路１０３ａによって収容部１０４内に導入された燃料を取り
込む部分であり、蓋体１０３の内側面に対向するように配置される。排出端面１１１ｂは
、フィルタエレメント１１１内を通過した燃料がフィルタエレメント１１１内から流出す
る部分であり、ケース本体１０２の底部に対向するように配置される。
【００３４】
　帰還通路管１１２は、フィルタエレメント１１１の排出端面１１１ｂから流出した燃料
を排出路１０３ｂ側に戻すための樹脂製の部品であり、フィルタエレメント１１１の中心
部に形成された貫通孔を貫通する円管状に形成されている。この帰還通路管１１２におけ
る一方（図示上側）の端部は、フィルタエレメント１１１の導入端面１１１ａから突出し
て液体給排補助具１２０の排出連通路管１２１に連結されている。
【００３５】
　また、帰還通路管１１２における他方（図示上側）の端部は、フィルタエレメント１１
１の排出端面１１１ｂから突出するとともにサブフィルタ保持部１１３が形成されている
。また、帰還通路管１１２は、前記一方の端部から前記他方の端部に向かって管を構成す
る肉厚が厚くなるテーパ形状に形成されており、フィルタエレメント１１１の内周部分を
介してフィルタエレメント１１１のセンタリングおよび保持をするように構成されている
。また、帰還通路管１１２は、フィルタエレメント１１１の内周面に対して接触または僅
かな隙間を介して嵌合する外径に形成されている。
【００３６】
　サブフィルタ保持部１１３は、サブフィルタ１１４を保持する部分であり、主として、
保持部１１３ａと底板１１３ｄとで構成されている。保持部１１３ａは、円環状に形成さ
れたサブフィルタ１１４を保持する部分であり、帰還通路管１１２における前記他方の端
部に径方向外側に円板状に広がって形成されている。
【００３７】
　この場合、保持部１１３ａの板面には、サブフィルタ１１４の内側面の位置を規定する
内側支持部１１３ｂが底板１１３ｄに向かって突出した状態で周方向に沿って３つ形成さ
れている。また、保持部１１３ａの板面の外周部には、サブフィルタ１１４の内側面の位
置を規定するとともに底板１１３ｄを着脱自在に保持する外側支持部１１３ｃが底板１１
３ｄに向かって突出した状態で周方向に沿って３つ形成されている。
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【００３８】
　底板１１３ｄは、保持部１１３ａの内側支持部１１３ｂおよび外側支持部１１３ｃに嵌
合するサブフィルタ１１４を保持部１１３ａとともに挟んで保持するための部品であり、
樹脂材を円板状に形成して構成されている。この底板１１３ｄは、中央部が保持部１１３
ａ側に向かって錘状に突出して形成されるとともに外周部に外側支持部１１３ｃの先端部
に形成された鉤状部を引っ掛けるための引掛け部が形成されている。
【００３９】
　サブフィルタ１１４は、フィルタエレメント１１１の排出端面１１１ｂから流出した燃
料を濾過しつつ帰還通路管１１２に流通させる部品であり、樹脂製で弾性を有する多孔質
体で構成されている。この場合、多孔質体としては、連続気泡を有したフォーム材、網目
構造体または多数の繊維を絡ませた繊維集合体がある。このサブフィルタ１１４は、本実
施形態においては、平板環状に形成された複数（本実施形態においては、５つ）のサブフ
ィルタ１１４を積み重ねて構成されているが、１つの円筒体で構成することもできる。
【００４０】
　液体給排補助具１２０は、フィルタエレメント１１１に対する燃料の供給および排出を
補助するための樹脂製の部品であり、主として、排出連通路管１２１と導入端面覆い体１
２４とを備えて構成されている。排出連通路管１２１は、帰還通路管１１２によって導か
れた燃料を排出路１０３ｂに導くための部品であり、主として、管側接続部１２１ａ、ケ
ース接続部１２２および支持部１２３をそれぞれ備えて構成されている。
【００４１】
　管側接続部１２１ａは、図４に示すように、帰還通路管１１２の一方（図示上側）の端
部に挿し込まれて気密的に接続される部分であり、円筒状に形成されている。この場合、
管側接続部１２１ａは、接着剤などを用いて帰還通路管１１２の一方（図示上側）の端部
に固着される。
【００４２】
　ケース接続部１２２は、蓋体１０３の内側面における排出路１０３ｂに接続される部分
であり、排出路１０３ｂの周囲に押し付けられることで弾性変形して液密的に密着するゴ
ム材またはエラストマなどの弾性材料を円筒状に形成して構成されている。この場合、ケ
ース接続部１２２は、排出路１０３ｂの内径に対して２倍以上かつ５倍以下の十分に大き
な内径に形成されている。
【００４３】
　支持部１２３は、ケース接続部１２２を支持する部分であり、主として、内側嵌合部１
２３ａと受け部１２３ｂとで構成されている。内側嵌合部１２３ａは、ケース接続部１２
２の内径に嵌合する円筒状に形成されている。また、受け部１２３ｂは、ケース接続部１
２２の図示下面を支持して支持部１２３を蓋体１０３に押し付ける部分であり、円環状に
形成されている。この場合、受け部１２３ｂにおけるケース接続部１２２が載置される部
分には、凹状に凹む環状の溝部１２３ｃが同心円で複数形成されている。
【００４４】
　導入端面覆い体１２４は、フィルタエレメント１１１における導入端面１１１ａの一部
を覆いつつ外縁部に嵌合する部品であり、平面視で略円板状に形成されている。この導入
端面覆い体１２４は、主として、対向面１２５、流通貫通孔１２６および嵌合部１２７を
それぞれ備えて構成されている。
【００４５】
　対向面１２５は、図４に示すように、フィルタエレメント１１１における導入端面１１
１ａに対向する部分であり、板状に形成されている。この対向面１２５は、導入端面１１
１ａ側の内側面１２５ａが導入端面１１１ａに対して隙間Ｓを介して接触しないように形
成されている。この場合、対向面１２５は、内側面１２５ａから導入端面１１１ａ側に突
出した状態で突起部１２５ｂが形成されている。
【００４６】
　突起部１２５ｂは、対向面１２５の内側面１２５ａが導入端面１１１ａに密着すること
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を防止するための部分であり、対向面１２５の内側面１２５ａの幅方向の中央部に長手方
向に沿って凸状に突出して形成されている。この場合、突起部１２５は、本実施形態にお
いては、導入端面１１１ａに接する突出量で形成されているが、導入端面１１１ａに接触
しない突出量で形成されていてもよい。
【００４７】
　流通貫通孔１２６は、導入路１０３ａから供給された燃料を導入端面１１１ａに向けて
流通させるための部分であり、対向面１２５を貫通する貫通孔によって構成されている。
この場合、流通貫通孔１２６の開口面積は、導入端面１１１ａに流通させたい燃料の量に
応じて適宜設定される。
【００４８】
　嵌合部１２７は、フィルタエレメント１１１の外縁部に嵌合する部分であり、導入端面
１１１ａの外縁部を覆いつつ同外縁部に隣接する外周部に嵌合する有天円筒状に形成され
ている。なお、嵌合部１２７の下端部は、ケース本体１０２の円環上の上端部上に載置さ
れて収容部１０４内においてフィルタエレメント１１１が底付きせずに浮いた状態で配置
されるように支持する。また、嵌合部１２７の外周部には、導入端面覆い体１２４上の燃
料がフィルタエレメント１１１とケース本体１０２との間に入り込まないようにＯリング
などのシール部材が設けられている。
【００４９】
　これらの排出連通路管１２１と導入端面覆い体１２４とは、樹脂材料の射出成形などの
成形法によって一体的に形成されて液体給排補助具１２０を構成されているが、それぞれ
別体で構成されて互いに組み付け合って液体給排補助具１２０を構成することもできる。
【００５０】
（濾過装置１００の作動）
　次に、このように構成した濾過装置１００の作動について説明する。この濾過装置１０
０は、自動車のエンジンルーム内に配置されたケース１０１内にフィルタエレメントカー
トリッジ１１０がセットされて使用される。
【００５１】
　具体的には、フィルタエレメントカートリッジ１１０をケース１０１内にセットする作
業者は、フィルタエレメントカートリッジ１１０をケース本体１０２に挿し込んだ状態で
ケース本体１０２を蓋体１０３に嵌合させる。この場合、作業者は、フィルタエレメント
カートリッジ１１０における対向面１２５を蓋体１０３の導入路１０３ａに対向する位置
に位置決めした状態でケース本体１０２を蓋体１０３に嵌合させることができる。
【００５２】
　次いで、作業者は、連結具１０５を用いてケース本体１０２を蓋体１０３に締め付ける
。これにより、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、ケース接続部１２２が蓋体１
０３の内側面に押し付けられた状態で収容部１０４内に配置される。なお、作業者は、フ
ィルタエレメントカートリッジ１１０における対向面１２５を蓋体１０３の導入路１０３
ａに対向しないずれた位置に位置決めした状態でケース本体１０２を蓋体１０３に嵌合さ
せてもよいことは当然である。
【００５３】
　濾過装置１００の使用に際しては、図示しない燃料タンクから燃料が導入路１０３ａを
介して供給される（図３において破線矢印参照）。この場合、導入端面１１１ａよりも図
示上側の領域は、排出連通路管１２１のケース接続部１２２および導入端面覆い体１２４
の嵌合部１２７によって蓋体１０３の内側面との間およびケース本体１０２の内側面との
間がそれぞれ塞がれている。このため、ケース１０１の収容部１０４内に供給された燃料
は、排出連通路管１２１内およびフィルタエレメント１１１とケース本体１０２との間に
進入することなく、流通貫通孔１２６を介してフィルタエレメント１１１の導入端面１１
１ａに流れ込む。
【００５４】
　この場合、燃料は、対向面１２５によって直接導入端面１１１ａに導かれることが防止
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されるとともに対向面１２５の内側面１２５ａが導入端面１１１ａに対して離隔している
ことで導入端面１１１ａ全体に均等に流れ込んで導入端面１１１ａ内に進入することがで
きる。導入端面１１１ａを介してフィルタエレメント１１１内に進入した燃料は、フィル
タエレメント１１１で物理的な異物が濾された後、排出端面１１１ｂから流出する（図３
において破線矢印参照）。
【００５５】
　フィルタエレメント１１１から流出した燃料は、収容部１０４内における排出端面１１
１ｂよりも図示下方の領域で一時的に留まった後、サブフィルタ１１４を介してサブフィ
ルタ保持部１１３の内部に進入する（図３において破線矢印参照）。次いで、サブフィル
タ保持部１１３の内部に進入した燃料は、帰還通路管１１２内に流れ込んで同帰還通路管
１１２内を排出連通路管１２１側（図示上側）に向かって流れた後、排出連通路管１２１
を介して排出路１０３ｂ内に流入する（図３において破線矢印参照）。これにより、収容
部１０４内の燃料は、フィルタエレメントカートリッジ１１０から外部に排出される（図
３において破線矢印参照）。
【００５６】
　このような濾過装置１００の使用によってフィルタエレメント１１１の濾過性能が低下
した場合には、フィルタエレメントカートリッジ１１０を交換することができる。具体的
には、作業者は、連結具１０５の締め付け状態を弛めてケース本体１０２を蓋体１０３か
ら分離した後、ケース本体１０２内からフィルタエレメントカートリッジ１１０を取り出
して新品のフィルタエレメントカートリッジ１１０と差し替える。次いで、作業者は、前
記と同様にして、フィルタエレメントカートリッジ１１０をケース本体１０２に挿し込ん
だ状態でケース本体１０２を蓋体１０３に嵌合させて連結具１０５を締め付けることによ
ってケース本体１０２を蓋体１０３に取り付けることができる。
【００５７】
　上記作動説明からも理解できるように、上記実施形態によれば、濾過装置１００は、導
入路１０３ａから収容部１０４内に導入された燃料が直ちにフィルタエレメント１１１の
導入端面１１１ａからフィルタエレメント１１１内に取り込まれて排出連通路管１２１を
介して排出路１０３ｂに導かれるため、濾過対象となる燃料がフィルタエレメント１１１
に導かれる流路経路を短くして燃料に含まれる異物が流路経路内に残留することを抑制す
ることができる。
【００５８】
　さらに、本発明の実施にあたっては、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明
の目的を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。
【００５９】
　例えば、上記実施形態においては、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、液体給
排補助具１２０を備えて構成した。しかし、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、
液体給排補助具１２０を省略して構成することもできる。この場合、フィルタエレメント
カートリッジ１１０は、帰還通路管１１２を排出路１０３ｂに直結するように構成すると
よい。
【００６０】
　また、上記実施形態においては、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、排出連通
路管１２１および導入端面覆い体１２４の両方を備えて構成した。しかし、フィルタエレ
メントカートリッジ１１０は、排出連通路管１２１および導入端面覆い体１２４のうちの
一方を備えて構成することもできる。
【００６１】
　また、上記実施形態においては、導入端面覆い体１２４は、対向面１２５をフィルタエ
レメント１１１の径方向に互いに直交する方向に沿ってそれぞれ設けた。しかし、導入端
面覆い体１２４は、対向面１２５をフィルタエレメント１１１の径方向に互いに直交する
方向以外の方向、例えば、フィルタエレメント１１１の中心部から放射状に形成するよう
にしてもよいし網目状に形成してもよい。
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【００６２】
　また、上記実施形態においては、対向面１２５は、フィルタエレメント１１１の導入端
面１１１ａに対して隙間Ｓを形成するように構成した。これにより、フィルタエレメント
カートリッジ１１０は、導入端面１１１ａにおける燃料を取り入れる面積が減少すること
を防止して燃料の濾過能力の低下を防止することができる。しかし、対向面１２５は、フ
ィルタエレメント１１１の導入端面１１１ａに対して密着させて隙間Ｓを形成しないよう
に構成することもできる。
【００６３】
　また、上記実施形態においては、対向面１２５は、内側面１２５ａに突起部１２５ｂを
形成して構成した。これにより、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、対向面１２
５が導入端面１１１ａ側に変形した場合においても対向面１２５の内側面１２５ａの全面
が導入端面１１１ａに接触して導入端面１１１ａの一部を塞ぐことを防止でき濾過能力の
低下を防止することができる。しかし、対向面１２５は、突起部１２５ｂを省略して構成
することができる。また、対向面１２５は、直線状に連続して突出する突起部１２５ｂに
代えて断続的または点状に突出する形状に突起部１２５ｂを形成して構成することもでき
る。
【００６４】
　また、上記実施形態においては、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、サブフィ
ルタ１１４を備えて構成した。しかし、フィルタエレメントカートリッジ１１０は、サブ
フィルタ１１４を省略して構成することもできる。この場合、フィルタエレメントカート
リッジ１１０は、サブフィルタ保持部１１３を省略して構成することができる。
【００６５】
　また、上記実施形態においては、排出連通路管１２１は、排出路１０３ｂの周囲を覆う
大きさケース接続部１２２を備えて構成した。しかし、ケース接続部１２２は、排出路１
０３ｂの内径と略同じ大きさの内径に形成されていてもよい。また、排出連通路管１２１
は、ケース接続部１２２を省略して排出連通路管１２１自体が排出路１０３ｂに直接接続
されるように構成することもできる。
【００６６】
　また、上記実施形態においては、支持部１２３は、ケース接続部１２２をケース１０１
における蓋体１０３の内側面に押圧する部分である受け部１２３ｂに周方向に沿って凹状
に凹む環状の溝部１２３ｃを有して構成されている。これにより、フィルタエレメントカ
ートリッジ１１０は、ケース接続部１２２の硬度または成形精度に拘らずケース接続部１
２２と受け部１２３ｂとの密着性を向上させて排出連通路管１２１内の液密性を長期間に
亘って維持することができる。しかし、支持部１２３は、溝部１２３ｃを省略して受け部
１２３ｂを構成することもできる。
【００６７】
　また、上記実施形態においては、濾過装置１００は、内燃機関の燃料を濾過するように
構成した。しかし、濾過装置１００は、内燃機関の燃料以外の液体の濾過に広く適用する
ことができる。例えば、濾過装置１００は、内燃機関内の潤滑オイルまたは油圧用オイル
を濾過するように構成することができる。
【符号の説明】
【００６８】
Ｓ…隙間、
１００…濾過装置、
１０１…ケース、１０２…ケース本体、１０３…蓋体、１０３ａ…導入路、１０３ｂ…排
出路、１０４…収容部、１０５…連結具、
１１０…フィルタエレメントカートリッジ、１１１…フィルタエレメント、１１１ａ…導
入端面、１１１ｂ…排出端面、１１２…帰還通路管、１１３…サブフィルタ保持部、１１
３ａ…保持部、１１３ｂ…内側支持部、１１３ｃ…外側支持部、１１３ｄ…底板、１１４
…サブフィルタ、
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１２０…液体給排補助具、１２１…排出連通路管、１２１ａ…管側接続部、１２２…ケー
ス接続部、１２３…支持部、１２３ａ…内側嵌合部、１２３ｂ…受け部、１２３ｃ…溝部
、１２４…導入端面覆い体、１２５…対向面、１２５ａ…内側面、１２５ｂ…突起部、１
２６…流通貫通孔、１２７…嵌合部。

【図１】 【図２】
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